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近
代
日
本
研
究
第
四
十
一
巻
（
二
〇
二
四
年
度
）

特
集

近
代
日
本
の
地
域
社
会
・
業
界
と
慶
應
義
塾
―
―
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
視
点
か
ら
―
―

近
代
名
古
屋
の
形
成
と
矢
田
績

―
―
慶
應
義
塾
と
三
井
銀
行
―
―

橋

口

勝

利

一

は
じ
め
に
―
―
知
ら
れ
ざ
る
「
名
古
屋
の
恩
人
」

本
稿
の
課
題
は
、
近
代
の
名
古
屋
の
財
界
形
成
、
お
よ
び
工
業
化
を
、
矢
田
績
の
活
動
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ

る
。名

古
屋
の
財
界
形
成
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
工
業
化
の
時
代
を
対
象
に
、
三
つ
の
資
産
家
グ
ル
ー
プ
形
成
が
論

じ
ら
れ
て
（
1
）

い
る
。
こ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
三
グ
ル
ー
プ
が
名
古
屋
の
工
業
化
を
牽
引
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
く
に

「
名
古
屋
の
渋
沢
栄
一
」
奥
田
正
香
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
紡
績
事
業
を
中
心
に
台
頭
し
た
こ
と
も
解
明
さ
れ
て
（
2
）

い
る
。
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本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
名
古
屋
の
工
業
化
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
二
つ
の
論
点
を
提
供
し
た
い
。
一
つ
め
は
、
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
の
ち
の
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
中
京
圏
、
お
よ
び
名
古
屋
の
産
業
界
を
解
明
す
る
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
名
古
屋
の
発
展
に
ど
う
関
与
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
際
に
こ
の
時
期
は
、
三
グ
ル
ー
プ
の
競
争
や
結
合
、
そ
し
て
再
編
が
す
す
む
な
か
で
、
新
興
勢
力
の
豊
田
織
機
・
服
部
商
店
が

台
頭
す
る
な
ど
名
古
屋
財
界
の
変
動
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
新
潮
流
を
合
わ
せ
て
、
中
京
圏
の
財
界
形
成
を
評
価
し
た

い
。
次
の
視
点
は
、
慶
應
義
塾
の
役
割
に
着
目
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
か
ら
慶
應
義
塾
の
出
身
者
は
、
各
地

の
政
財
界
で
活
躍
を
始
め
る
が
、
本
稿
の
主
人
公
と
な
る
矢
田
績
は
、
慶
應
義
塾
の
卒
業
生
で
名
古
屋
に
て
活
動
し
、
中
京
圏
・

名
古
屋
の
工
業
化
（
大
都
市
化
）
に
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
は
、
一
九
一
〇
年
代
―
一
九
二
〇
年
代
の
中

京
圏
を
舞
台
に
、
矢
田
の
活
動
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

矢
田
績
は
、『
中
京
名
鑑
』
に
、「
中
京
財
界
が
君
（＝

矢
田
績：

筆
者
）
に
依
つ
て
受
く
る
処
の
稗
益
も
亦
尠
か
（
3
）

ら
ず
」
と
評

さ
れ
た
よ
う
に
、
名
古
屋
財
界
形
成
の
功
労
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
杉
浦
英
一
は
、
名
古
屋
財
界
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
矢
田
を
奥

田
正
香
の
「
外
様
派
」
に
分
類
し
た
（
（
4
）

図
1
）。
し
か
し
な
が
ら
、
朝
井
佐
智
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
矢
田
は
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
慶
應
義
塾
の
学
び
を
活
か
し
、
名
古
屋
の
工
業
化
に
貢
献
（
5
）

し
た
。
本
稿
で
は
、
朝
井
の
研
究
成
果
を
基
盤

に
し
な
が
ら
、
中
京
財
界
の
展
開
を
論
じ
て
い
き
た
い
。
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土着派
（伊藤治郎左衛門・岡谷惣助）

愛知銀行
名古屋紡績・伊藤銀行

外様派
（奥田正香・神野金之助）

明治銀行
尾張紡績・愛知材木・名古屋
電気鉄道・名古屋生命保険

独立派
（服部商店・豊田佐吉）

近在派
（瀧定助・瀧兵右衛門）

名古屋銀行
尾張紡績・名古屋貯蓄銀行

〈東京〉
三井銀行本店
池田成彬

福沢桃介

三井銀行名古屋支店
矢田績

図 1 名古屋の 3グループ（概念図）

出所）杉浦英一『中京財界史』中部経済新聞社、1956年をもとに、筆者が一部修正して作成。

近代名古屋の形成と矢田績
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二

矢
田
績
と
慶
應
義
塾
―
―
福
沢
、
中
上
川
と
の
出
会
い

（
1
）
和
歌
山
で
生
ま
れ
る

本
節
で
は
、
矢
田
績
の
出
生
と
慶
應
義
塾
で
の
在
学
生
活
、
そ
し
て
実
業
家
へ
と
進
む
過
程
を
論
じ
て
い
く
。

矢
田
績
は
、
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
に
、
和
歌
山
県
の
医
者
・
谷
井
清
雄
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
兄
の
谷
井
保
は
、
和

歌
山
県
選
抜
で
鎌
田
栄
吉
と
共
に
上
京
し
、
一
八
七
四
年
に
慶
應
義
塾
に
在
籍
し
た
。
そ
し
て
一
八
八
〇
年
に
横
浜
正
金
銀
行
へ

入
行
し
た
の
ち
、
一
八
八
二
年
に
三
菱
会
社
へ
移
籍
、
そ
し
て
の
ち
に
日
本
郵
船
神
戸
支
店
長
へ
就
任
す
る
と
い
う
実
業
家
の
道

を
歩
（
6
）

ん
だ
。
な
お
矢
田
績
は
、
和
歌
山
県
新
宮
の
矢
田
市
左
エ
門
（
紀
州
新
宮
藩
家
老
）
の
養
子
に
迎
え
ら
れ
、
士
族
・
矢
田
姓

を
名
乗
（
7
）

っ
た
。

（
2
）
慶
應
義
塾
で
の
生
活

①
慶
應
義
塾
へ
の
入
社

矢
田
績
は
、
実
兄
・
谷
井
保
の
影
響
か
ら
一
九
歳
で
慶
應
義
塾
へ
入
社
し
た
。『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
に
は
、
時
期
は
明
治
一

三
年
一
月
二
六
日
で
、
年
齢
は
一
九
歳
五
か
月
、
本
塾
教
員：
鎌
田
栄
吉
と
記
録
さ
れ
て
（
8
）

い
る
。
本
塾
教
員
の
鎌
田
栄
吉
は
谷
井

保
と
同
窓
で
、
の
ち
に
慶
應
義
塾
長
に
就
任
す
る
が
、
和
歌
山
県
の
同
郷
の
先
輩
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。
慶
應
義
塾
で
の
就
学
状

況
は
、
矢
田
績
の
記
録
に
、
そ
の
学
習
内
容
、
同
窓
生
、
そ
し
て
成
績
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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「
私
は
郷
里
の
英
学
校
で
は
已
に
相
当
の
学
力
が
出
来
て
チ
ト
レ
ル
の
万
国
史
や
バ
ッ
ク
ル
の
文
明
史
位
は
容
易
く
読
ん
で

居
た
の
で
慶
應
義
塾
へ
入
学
の
際
最
初
か
ら
二
等
生
に
採
用
さ
れ
た
（
傍
線：

（
9
）

筆
者
）」

な
ど

「
私
は
ミ
ル
の
経
済
論
や
代
議
政
体
論
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
論
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
代
議
政
体
杯
毎
日
門
野
先
生
の
講
義
を

聴
い
た
の
で
（
10
）

あ
る
。」

「
同
級
生
は
廿
七
八
人
で
あ
つ
た
が
其
中
に
後
年
大
政
治
家
と
な
り
遂
に
総
理
大
臣
と
な
つ
た
犬
養
毅
君
も
居
た
の
で
あ
る

（
傍
線：

（
11
）

筆
者
）」

「
犬
養
君
渋
江
君
矢
田
、
こ
の
三
人
が
常
に
首
席
を
争
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
（
傍
線：

（
12
）

筆
者
）」

「
抽
斎
（＝

渋
江
抽
斎：

筆
者
）
歿
後
の
第
二
十
二
年
は
明
治
十
三
年
で
あ
る
。
保
（＝

渋
江
保：

筆
者
）
は
四
月
に
第
二

等
に
進
み
、
七
月
に
破
格
を
以
て
第
一
等
に
進
み
、
遂
に
十
二
月
の
全
科
の
業
を
終
え
た
。（
中
略：

筆
者
）

上
等
の
同
学
生
に
は
犬
養
毅
さ
ん
の
外
、
矢
田
績
、
安
場
男
爵
が
あ
り
…
…
（
以
下
略
。
傍
線：

（
13
）

筆
者
）」

以
上
の
記
録
か
ら
矢
田
は
、
二
等
生
と
し
て
入
学
し
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
や
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
、
経
済
学
や
社
会
学
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
す
ぐ
に
一
等
生
へ
昇
格
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
在
学
二
年
で
卒
業
し
た
。
同
級
生
に
は
犬
養
毅
や
渋
江
保
が
在
籍

し
た
と
（
14
）

い
う
。
当
時
の
慶
應
義
塾
で
は
、
矢
田
は
卓
越
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。

近代名古屋の形成と矢田績
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②
福
沢
と
の
出
会
い

矢
田
績
は
、
福
沢
諭
吉
の
薫
陶
を
直
接
、
そ
し
て
熱
心
に
受
け
て
お
り
、
回
想
に
も
そ
の
様
子
が
よ
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
そ
の
時
分
に
慶
應
義
塾
の
学
生
が
ど
れ
位
ひ
居
つ
た
か
と
云
ひ
ま
す
と
僅
か
二
百
人
か
ら
三
百
人
位
ひ
で
し
た
、（
中
略：

筆
者
）
自
然
に
福
沢
先
生
に
親
し
く
接
す
る
と
い
う
機
会
が
多
々
あ
つ
た
の
で
す
。
私
の
如
き
は
福
沢
先
生
の
と
こ
ろ
へ
成

る
べ
く
頻
繁
に
接
近
す
る
や
う
に
勉
め
種
々
御
教
示
を
受
け
て
居
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
。（
以
下
略
、
傍
線：

（
15
）

筆
者
）」

矢
田
は
、
福
沢
か
ら
、
英
語
だ
け
で
な
く
政
治
経
済
、
弁
論
や
文
章
の
重
要
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
学
ん
で
い
た
。
加
え
て

矢
田
は
、
在
学
時
に
名
古
屋
で
の
演
説
を
福
沢
か
ら
指
示
さ
れ
て
お
り
、
能
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
（
16
）

い
た
。

（
3
）
卒
業
後
の
活
動
―
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
実
業
家
へ

①
卒
業
後
の
道
（
表
1
）

矢
田
績
は
、
一
八
八
一
年
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、
福
沢
の
斡
旋
で
慶
應
義
塾
の
寮
長
と
し
て
後
輩
学
生
の
指
導
に
あ
た
っ

た
。
そ
し
て
翌
一
八
八
二
年
、
福
沢
が
「
時
事
新
報
」
を
創
刊
し
た
際
に
は
編
集
局
員
に
就
任
し
、
社
説
の
執
筆
（
一
週
間
に
一

回
）
を
担
当
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
道
を
歩
み
出
（
17
）

し
た
。
一
八
八
四
年
に
は
、
福
沢
・
中
上
川
彦
次
郎
の
勧
め
が
あ
っ
て
「
神

戸
又
新
」
創
刊
時
に
主
筆
と
し
て
移
籍
し
て
慶
應
義
塾
を
離
（
18
）

れ
た
。
一
八
八
七
年
に
は
、
内
海
忠
勝
（
兵
庫
県
知
事
）、
牧
野
伸

顕
の
勧
誘
に
福
沢
の
勧
め
が
あ
っ
た
た
め
、
兵
庫
県
勧
業
課
長
へ
就
任
し
行
政
職
の
道
へ
と
進
（
19
）

ん
だ
。
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表 1 矢田績の関連年表

注）『懐旧瑣談』を基に筆者作成。
資料）矢田績『懐旧瑣談』1937年、慶應義塾 150年史資料集編集委員会『慶應義塾 150年史資

料集 1』慶應義塾、2012年。

和歌山時代

慶應時代

実業家への道
中上川の存在

名古屋時代①

東京時代

名古屋時代②

事項
谷井家（医者）の次男として誕生（和歌山）。谷井保（慶
應義塾）の弟。
矢田家へ養子（紀州新宮の士族）
慶應義塾へ、二等生で採用。すぐに一等生へ。
慶應義塾卒業。福沢諭吉から学生指導を依頼される（月
給 10円）。
福沢のもと、時事新報へ入社（月給 20円）
福沢の勧めで神戸又新日報社へ入社、主筆。
兵庫県勧業課長
中上川彦次郎の招聘で、山陽鉄道運輸課長へ。
上遠野富之助（のちの名古屋商工会議所会頭）と出会う。
鉄道 100マイル達成祝賀会へ出席（名古屋）
中上川は山陽鉄道会社株主と対立。矢田は減俸（月給
120円→96円）。
中上川とともに山陽鉄道を退社。
上神戸電燈会社を設立。
武藤山治からの誘いで、三井銀行へ。秘書主任。
三井銀行京都支店長へ就任。
三井銀行横浜支店長へ就任。
中上川彦次郎が死去。
千代田生命相互会社の設立へ奔走（慶應出身者の会社）
三井銀行名古屋支店長へ就任。
名古屋三田会の発足が表明される。
名古屋三田会、発足式。
三井銀行監査役に就任。
三井合名会社監査部員へ就任。
東神倉庫（株）常務取締役へ就任。
三井を退職。
東神倉庫（株）取締役へ就任。
名古屋へ帰還。東区撞木（しゅもく）町に居を構える。
瀧定助らから名古屋市長就任を打診されるが断る。
名古屋市臨時調査会を設立。
財団法人名古屋公衆図書館を設立。
東邦電力（株）監査役へ就任。
慶應義塾評議員へ就任。
名古屋公衆図書館理事長へ就任。
東邦電力（株）名誉顧問へ就任。
東邦電力（株）顧問へ就任。
死去

場所

和歌山

東京

神戸

名古屋

神戸

東京
京都

横浜

名古屋

東京

名古屋

年齢

0

18
20

21

22
24
27

28

29

30

31

35
37
39
41
44

45

46

55

56

61
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63
65
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74
75
80

年
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1878
1880
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1882
1884
1887

1888

1889

1890

1891

1895
1897
1899
1901
1904

1905

1906

1915

1916

1921

1922

1923
1925

1926

1934
1935
1940
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②
中
上
川
彦
次
郎
へ
の
傾
倒

矢
田
績
は
、
福
沢
の
も
と
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
が
、
兵
庫
県
勧
業
課
長
就
任
を
機
に
、
実
業
界
へ
と
活
動
の
主
軸
が

移
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
先
導
役
と
な
っ
た
の
は
、
中
上
川
彦
次
郎
で
あ
っ
た
。
矢
田
は
、
中
上
川
（
慶
應
義
塾
出
身
・
福
沢
の

甥
）
と
は
、
時
事
新
報
の
時
代
か
ら
活
動
を
共
に
し
て
い
た
。
中
上
川
は
、
山
陽
鉄
道
の
社
長
に
就
任
す
る
に
伴
っ
て
、
一
八
八

八
年
に
矢
田
を
運
輸
課
長
と
し
て
招
聘
し
た
の
で
あ
る
。
矢
田
の
回
想
に
よ
れ
ば
、

「
そ
こ
で
中
上
川
が
や
つ
て
来
て
、
こ
ん
ど
神
戸
下
関
間
の
鉄
道
を
敷
設
し
た
い
と
思
ふ
、
是
非
君
達
に
も
尽
力
し
て
貰
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
お
話
で
す
。（
傍
線：

（
20
）

筆
者
）」

そ
し
て
一
八
九
五
年
、
中
上
川
が
三
井
銀
行
へ
移
籍
す
る
に
伴
っ
て
、
矢
田
も
三
井
銀
行
へ
入
行
し
行
動
を
共
に
（
21
）

し
た
。

「
私
も
中
上
川
氏
に
続
き
山
陽
鉄
道
を
や
め
ま
し
て
三
四
年
神
戸
に
残
つ
て
を
り
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
八
年
に
三
井
銀
行

へ
は
い
り
ま
（
22
）

し
た
。」

つ
ま
り
矢
田
は
、
慶
應
義
塾
、
福
沢
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
実
業
家
、
バ
ン
カ
ー
と
し
て
の
道
へ
と
踏
み
出

し
た
。
と
く
に
、
中
上
川
が
矢
田
の
実
業
家
人
生
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。
中
上
川
は
、
関
西
経
済
の
発
展
（
山
陽
鉄
道
の
敷

設
）
や
三
井
系
企
業
（
物
産
・
銀
行
・
紡
績
）
の
組
織
改
革
に
相
次
い
で
着
手
し
、
関
西
地
域
の
近
代
化
を
牽
引
す
る
が
、
矢
田

を
実
業
家
そ
し
て
バ
ン
カ
ー
と
し
て
も
期
待
し
た
。
矢
田
は
、
中
上
川
の
右
腕
と
し
て
実
業
家
と
し
て
の
能
力
を
蓄
積
し
た
の
で
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あ
る
。

③
福
沢
諭
吉
の
死
と
慶
應
義
塾
の
再
建
案

実
業
家
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
矢
田
績
は
、
そ
の
自
身
の
職
経
験
を
踏
ま
え
、
慶
應
義
塾
の
運
営
に
も
強
い
改
革
案
を
発
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
〇
一
年
二
月
三
日
の
福
沢
諭
吉
の
死
か
ら
間
も
な
い
二
月
一
五
日
に
、
矢
田
は
、「
慶
應
義
塾
改
革
ノ
議
」

を
「
塾
員

矢
田
績
」
と
し
て
発
表
（
23
）

し
た
。
そ
の
文
頭
に
は
、「
嗚
呼
我
社
頭
福
沢
先
生
ハ
逝
ケ
リ
先
生
ガ
此
世
ニ
遺
サ
レ
タ
ル

事
業
甚
タ
多
シ
」
と
し
、
福
沢
諭
吉
の
功
績
を
称
え
て
い
る
。
し
か
し
内
容
は
、
慶
應
義
塾
の
今
後
の
経
営
不
安
を
強
く
訴
え
、

改
革
を
迫
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
帝
国
大
学
と
の
学
生
獲
得
競
争
に
劣
勢
に
あ
る
と
い
う
危
機
的
状
況
を
指
摘
し
、
大

学
部
の
閉
鎖
と
普
通
部
教
育
の
充
実
を
図
る
と
い
う
抜
本
的
な
提
言
だ
っ
た
。
矢
田
は
、
義
塾
に
学
生
が
集
ま
る
の
は
、「
先
生

其
人
ノ
徳
ヲ
慕
フ
テ
門
下
ニ
来
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
」
と
、
福
沢
の
影
響
力
の
強
さ
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
れ

は
つ
ま
り
、
福
沢
亡
き
後
の
大
学
部
の
学
生
募
集
に
強
い
不
安
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
矢
田
は
、
大
学
部
を
廃
止
し

て
普
通
部
を
充
実
さ
せ
、
将
来
は
、
実
業
界
で
活
躍
さ
せ
る
こ
と
が
解
決
策
だ
と
訴
え
た
。「
慶
應
義
塾
改
革
ノ
議
」
に
は
、

「
福
沢
先
生
の
宿
論
た
る
学
問
的
実
務
家
ヲ
多
ク
世
ニ
ダ
サ
ン
ト
（
24
）

ス
ル
」

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

「
義
塾
ハ
小
数
ノ
学
者
ヲ
作
ル
ヨ
リ
モ
学
問
的
頭
脳
ヲ
有
ス
ル
仕
事
師
ヲ
多
数
ニ
作
リ
タ
キ
モ
ノ
（
25
）

ナ
リ
」

と
記
し
、
慶
應
義
塾
の
学
問
的
な
知
識
を
実
業
界
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
「
学
問
的
実
務
家
」
を
、
多
数
輩
出
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

三

矢
田
績
と
名
古
屋
―
―
近
代
化
へ
の
転
換
点
（
一
九
〇
五
年
―
一
九
一
四
年
）

（
1
）
矢
田
績
と
名
古
屋

矢
田
績
が
名
古
屋
の
近
代
化
に
関
与
す
る
の
は
、
三
井
銀
行
名
古
屋
支
店
長
へ
の
就
任
が
嚆
矢
と
な
っ
た
。

「
二
十
八
年
東
上
し
て
三
井
銀
行
に
入
り
、
本
店
秘
書
主
任
、
庶
務
課
長
、
深
川
、
京
都
、
横
浜
の
各
支
店
長
を
経
て
名
古

屋
支
店
長
と
な
り
（
以
下
略
・
傍
線：

（
26
）

筆
者
）」

矢
田
は
、
本
店
、
深
川
、
京
都
、
横
浜
と
三
井
銀
行
で
は
主
要
店
舗
の
支
店
長
を
歴
任
し
、
順
調
な
出
世
街
道
に
あ
っ
た
。
そ

の
な
か
で
の
名
古
屋
支
店
長
就
任
で
あ
っ
た
。
し
か
し
矢
田
は
、
自
身
の
回
想
で
名
古
屋
支
店
長
赴
任
を
「
左
遷
」
と
受
け
止
め

た
。「

明
治
丗
八
年
私
は
三
井
銀
行
名
古
屋
支
店
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
私
は
已
に
京
都
、
横
浜
等
の
大
支
店
長
を
勤
め
た
の
で
其

の
時
分
は
マ
ダ
中
都
市
で
あ
つ
た
名
古
屋
の
支
店
長
に
転
勤
は
私
と
し
て
不
満
不
平
で
一
種
の
左
遷
と
直
感
す
る
の
は
勿
論

で
あ
る
が
（
中
略：

筆
者
）
名
古
屋
の
三
井
銀
行
は
（
中
略：

筆
者
）
三
井
部
内
で
廃
店
論
が
起
つ
た
の
で
あ
る
（
傍
線：

（
27
）

筆
者
）」
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矢
田
績
は
、
三
井
銀
行
の
主
要
店
舗
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
続
け
て
い
た
た
め
、
名
古
屋
支
店
長
へ
の
赴
任
は
不
満
不
平
で
、
こ

の
人
事
措
置
を
「
左
遷
」
と
受
け
止
め
た
。
矢
田
が
名
古
屋
へ
の
転
勤
に
不
満
だ
っ
た
理
由
は
、
当
時
の
名
古
屋
の
都
市
形
成
が

極
め
て
不
十
分
な
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
名
古
屋
は
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
や
旧
弊
の
商
い
慣
習
が
残
存
し
て
都
市
化
が
遅

れ
、
三
井
銀
行
名
古
屋
支
店
は
廃
店
の
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
矢
田
に
と
っ
て
は
、
名
古
屋
赴
任
は
「
不
満
」
で
あ

り
、「
巻
き
返
し
」
の
場
と
な
っ
た
の
で
（
28
）

あ
る
。

（
2
）
一
九
〇
五
年
の
名
古
屋
―
―
中
京
財
界
の
三
グ
ル
ー
プ

矢
田
績
が
名
古
屋
支
店
長
と
な
っ
た
一
九
〇
五
年
は
、
中
京
財
界
の
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
。
中
京
圏
の
近
代
化
を
主
導
し

た
資
産
家
グ
ル
ー
プ
の
対
立
が
激
化
し
、
対
立
と
協
調
が
繰
り
返
し
展
開
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
図
1
は
、
そ
の
中
京
財
界

の
構
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
名
古
屋
は
、
土
着
派
、
近
在
派
、
外
様
派
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
愛
知
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
明
治
銀
行
を
拠
点
と
し
て
覇
権
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
の
勢
力
争
い
の
な
か
で
、
一
九
〇

五
年
か
ら
一
九
〇
七
年
に
か
け
て
「
名
古
屋
の
渋
沢
栄
一
」
奥
田
正
香
が
台
頭
し
た
。
奥
田
正
香
は
、
外
様
派
の
中
心
人
物
と
し

て
名
古
屋
で
近
代
産
業
の
設
立
を
次
々
と
お
し
進
め
た
。
紡
績
事
業
で
は
、
尾
張
紡
績
（
外
様
派
・
近
在
派
）
と
名
古
屋
紡
績

（
土
着
派
）、
そ
し
て
三
重
紡
績
の
合
併
を
、
奥
田
は
渋
沢
栄
一
と
連
動
し
て
実
現
し
、
経
営
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
く
な
ど
、
中

京
財
界
を
代
表
す
る
存
在
に
登
り
詰
め
た
。
矢
田
は
、
こ
の
三
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
的
確
に
把
握
し
て
い
た
。

じ
ん
の

「
伊
藤
、
岡
谷
両
氏
は
ど
こ
と
無
く
長
者
の
風
で
あ
り
謙
虚
の
人
で
あ
つ
た
、
瀧
兵
右
衛
門
氏
は
商
人
肌
で
あ
り
神
野

き
ん
の
す
け

金
之
助
氏
は
相
当
胆
力
も
あ
り
立
志
伝
中
の
人
ら
し
く
見
受
け
ら
れ
た
、
奥
田
正
香
氏
は
才
幹
人
に
優
れ
新
進
の
気
分
を
飲
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み
込
み
事
業
家
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
上
遠
野
氏
は
新
聞
記
者
上
り
で
あ
る
が
能
く
奥
田
氏
の
気
分
を
飲
み
込
み
奥
田
氏
の
為

に
サ
ー
ビ
ス
至
ら
ざ
る
無
く
夫
が
為
め
取
り
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
傍
線：

（
29
）

筆
者
）」

つ
ま
り
土
着
派
の
伊
藤
・
岡
谷
は
、
近
世
来
の
特
権
的
地
位
に
あ
り
、
近
在
派
の
瀧
兵
右
衛
門
は
近
代
に
入
っ
て
名
古
屋
へ
進

出
し
た
商
人
的
性
格
を
有
し
て
い
た
。
外
様
派
の
奥
田
正
香
は
、
才
能
や
企
業
家
精
神
が
旺
盛
で
新
事
業
へ
進
出
し
て
近
代
化
を

リ
ー
ド
す
る
存
在
と
評
し
た
の
で
（
30
）

あ
る
。

（
3
）
矢
田
績
の
問
題
意
識

矢
田
績
は
、
近
代
化
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
名
古
屋
に
対
し
て
は
、
批
判
的
な
見
解
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
名
古
屋
の
資
産

家
の
行
動
様
式
に
、「
閉
鎖
性
」
と
「
グ
ル
ー
プ
形
成
」
が
色
濃
く
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

ま
ず
名
古
屋
の
「
閉
鎖
性
」
に
つ
い
て
、
矢
田
は
以
下
の
よ
う
に
評
し
た
。

「
会
社
の
重
役
の
如
き
兎
角
天
の
一
方
よ
り
天
降
る
事
が
多
い
例
え
ば
昨
日
迄
某
鉄
道
会
社
の
社
長
た
り
し
人
が
今
日
は
銀

行
の
頭
取
で
あ
る
。（
途
中
略：

筆
者
）
畢
竟
コ
レ
ハ
我
国
に
て
は
経
験
と
云
ふ
事
に
余
り
重
き
を
置
か
ぬ
証
處
で
あ
つ
て
、

た
ち
ま

門
地
系
統
が
勢
力
を
占
め
其
事
業
に
無
経
験
な
全
く
不
知
案
内
の
人
で
も
好
機
に
触
る
れ
ば
忽
ち
其
事
業
を
主
宰
す
る
と
云

ふ
は
我
国
の
実
業
界
が
未
だ
幼
稚
な
る
故
で
あ
ら
う
。（
傍
線：
（
31
）

筆
者
）」

「
余
が
名
古
屋
へ
来
た
当
時
は
名
古
屋
人
は
兎
角
土
着
根
性
が
強
い
の
で
排
外
と
云
ふ
か
排
他
と
云
ふ
か
外
来
人
を
喜
ば
ぬ
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風
が
却
々
盛
ん
で
あ
つ
た
、
此
弊
風
悪
習
を
除
去
し
な
け
れ
ば
到
底
名
古
屋
の
発
展
進
歩
を
見
る
事
は
出
来
な
い
と
思
つ
た

（
傍
線：

（
32
）

筆
者
）」

矢
田
績
は
、
経
営
者
が
実
力
や
経
験
の
無
い
ま
ま
に
天
下
り
形
式
で
就
任
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
土
着
根
性
が
強

く
」
て
排
外
的
で
あ
っ
た
と
も
断
じ
た
。
加
え
て
矢
田
は
、
こ
の
名
古
屋
の
旧
弊
の
原
因
で
あ
る
資
産
家
グ
ル
ー
プ
の
閉
鎖
性
に

も
批
判
的
で
あ
っ
た
。

「
日
本
に
は
、
重
役
兼
職
の
弊
が
あ
る
此
弊
は
疾
く
か
ら
喧
し
く
言
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
今
尚
は
一
掃
さ
れ
な
い
の

み
な
ら
ず
、
或
は
益
々
盛
な
ら
ん
と
す
る
の
は
寒
心
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ
る
（
傍
線：

（
33
）

筆
者
）」

こ
の
た
め
矢
田
は
、
名
古
屋
の
旧
グ
ル
ー
プ
の
解
体
と
、
新
興
勢
力
の
育
成
を
、
三
井
銀
行
名
古
屋
支
店
長
と
し
て
の
方
針
と

し
た
。

（
4
）
中
京
財
界
の
転
換
点
―
―
奥
田
正
香
の
財
界
引
退

一
九
一
三
年
、
中
京
財
界
を
揺
る
が
す
稲
永
疑
獄
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
名
古
屋
で
の
遊
郭
移
転
を
め
ぐ
る
土
地
不
正
売

買
の
疑
惑
が
、
愛
知
県
知
事
や
奥
田
正
香
に
ま
で
及
び
、
中
京
財
界
全
体
の
大
事
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
奥
田
正
香
は

無
関
与
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
を
機
に
奥
田
は
財
界
を
引
退
し
た
。
こ
の
事
件
を
受
け
て
矢
田
績
は
、
名
古
屋
財
界
の
改
革
の

契
機
だ
と
主
張
し
た
。
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「
名
古
屋
実
業
界
も
近
来
頗
る
放
漫
の
こ
と
あ
り
た
る
も
今
次
の
事
件
突
発
し
人
心
漸
く
緊
縮
し
真
面
目
に
向
ん
と
為
し
居

る
は
寧
ろ
慶
賀
す
べ
く
名
古
屋
実
業
界
の
前
途
楽
観
し
て
可
な
る
べ
き
云
々
（
傍
線：

（
34
）

筆
者
）」

矢
田
は
、
こ
の
事
件
を
機
に
、
実
業
家
・
バ
ン
カ
ー
と
し
て
の
力
を
発
揮
し
て
、
名
古
屋
の
近
代
化
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。

四

名
古
屋
の
「
大
都
市
化
」
―
―
新
興
勢
力
の
台
頭
（
一
九
〇
五
年
―
一
九
一
四
年
）

（
1
）
名
古
屋
支
店
長
時
代
―
―
三
井
銀
行
の
改
革

矢
田
績
は
、
三
井
銀
行
名
古
屋
支
店
長
と
し
て
、
三
井
銀
行
の
経
営
改
革
に
取
り
組
み
、
名
古
屋
支
店
の
躍
進
を
目
指
し
た
。

一
九
〇
五
年
一
一
月
の
「
名
古
屋
支
店
長
報
告
」
に
は
、
矢
田
が
、「
名
古
屋
支
店
ハ
不
健
康
体
ノ
支
店
テ
ア
ル
」「
其
私
カ
亦

御
承
知
ノ
藪
医
者
テ
ア
リ
マ
ス
（
35
）

カ
ラ
」
と
、
経
営
不
振
の
名
古
屋
支
店
を
、
自
身
が
医
者
と
し
て
手
術
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
矢
田
は
、「
名
古
屋
ノ
各
銀
行
ノ
競
争
ノ
実
ニ
激
甚
ナ
ル
コ
ト
ハ
全
ク
想
像
以
上
テ
ア
リ
マ
ス
」

と
、
名
古
屋
銀
行
界
の
預
金
・
融
資
競
争
が
激
し
く
、
三
井
銀
行
が
劣
勢
で
あ
る
こ
と
も
報
告
し
た
。

預
金
面
で
は
、
当
時
の
名
古
屋
全
体
で
約
一
八
〇
〇
万
円
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
一
位
は
明
治
銀
行
（
二
八
八
万
円
）、
二
位

は
名
古
屋
銀
行
（
二
五
四
万
円
）、
三
位
は
愛
知
銀
行
（
二
〇
六
万
円
）
が
上
位
を
占
め
た
。
し
か
し
三
井
銀
行
は
五
位
（
一
二

九
万
円
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
矢
田
は
、「
情
ケ
ナ
イ
有
様
テ
ア
リ
マ
ス
」
と
そ
の
劣
勢
を
嘆
い
た
。

さ
ら
に
貸
金
は
、
名
古
屋
全
体
で
約
二
二
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
一
位
は
明
治
銀
行
（
四
六
〇
万
円
）、
二
位
は
名
古
屋
銀
行
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（
三
四
五
万
円
）、
三
位
は
愛
知
銀
行
（
三
二
八
万
円
）
が
上
位
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
井
銀
行
は
七
位
（
六
三
万
円
）
と
さ
ら
に

低
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
三
井
銀
行
ハ
タ
ツ
タ
六
十
三
万
円
シ
カ
貸
シ
テ
居
ラ
ヌ
」
と
融
資
事
業
の
不
振
も
、
矢
田
は
問
題

視
し
た
。

矢
田
績
は
、
名
古
屋
支
店
の
低
迷
の
要
因
を
、「
名
古
屋
ハ
金
利
カ
安
イ
ヂ
ヤ
ナ
イ
カ
、
貸
シ
テ
モ
好
ク
ハ
貸
セ
ヌ
」
と
い
う

三
井
銀
行
本
店
の
融
資
方
針
に
求
め
た
。
つ
ま
り
、
三
井
銀
行
は
、
金
利
の
高
い
地
域
で
の
融
資
を
優
先
す
る
方
針
を
と
っ
て
い

た
た
め
、
貸
出
金
利
の
低
い
名
古
屋
で
は
、
融
資
に
は
消
極
的
な
姿
勢
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
矢
田
績
は
、
名
古
屋
の
工
業
化
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。「
名
古
屋
ハ
全
国
ノ
紡
績
会
社
ノ
七
分
ノ
一
ヲ
占
メ
テ
居
ル
、

決
シ
テ
小
サ
イ
仕
事
テ
ハ
（
36
）

ナ
イ
」、
そ
し
て
「
陶
器
ガ
近
年
世
界
的
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
コ
ト
テ
ア
リ
（
37
）

マ
ス
」
と
、
矢
田
は
、
紡
績
業

や
陶
磁
器
業
が
、
名
古
屋
で
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
。
そ
こ
で
矢
田
は
、
名
古
屋
支
店
長
の
裁
量
拡
大
を
得
る
た
め

に
、
三
井
銀
行
の
「
支
店
制
度
」
の
改
革
を
提
言
し
た
。

「
三
井
銀
行
ノ
名
古
屋
支
店
ヲ
シ
テ
名
古
屋
支
店
ラ
シ
イ
モ
ノ
ニ
ス
ル
ニ
ハ
、
支
店
長
ノ
権
能
ニ
特
別
制
度
ヲ
ト
ツ
テ
、
モ

ウ
少
シ
自
由
ヲ
与
ヘ
テ
下
サ
ル
御
方
針
テ
ナ
ケ
レ
バ
、
到
底
名
古
屋
支
店
ハ
今
日
ノ
不
振
ヲ
恢
復
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ヌ
ト
考

ヘ
（
38
）

マ
ス
」

つ
ま
り
矢
田
績
は
、
中
央
集
権
的
な
三
井
銀
行
の
経
営
方
針
を
批
判
し
、
支
店
長
の
融
資
へ
の
裁
量
を
求
め
た
の
で
（
39
）

あ
る
。
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（
2
）
新
興
勢
力
の
育
成

矢
田
績
は
、
バ
ン
カ
ー
と
し
て
新
興
勢
力
の
育
成
に
も
着
手
し
た
。
中
京
圏
で
は
近
代
化
の
進
展
に
伴
い
、
繊
維
産
業
の
興
隆

が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
国
産
織
機
の
開
発
を
手
掛
け
た
豊
田
佐
吉
と
綿
布
商
人
の
服
部
兼
三
郎
を
見
出
し
、
積
極

的
に
支
援
し
た
の
で
あ
る
。

か

「
佐
吉
氏
は
斯
く
機
械
の
改
良
や
工
場
の
経
営
に
没
頭
し
た
が
其
間
金
融
上
の
苦
心
は
一
方
な
ら
ず
（
中
略：

筆
者
）
私
も

銀
行
家
と
し
て
相
当
の
助
力
を
与
え
た
の
で
あ
る
。（
傍
線：

（
40
）

筆
者
）」

つ
ま
り
矢
田
は
、
豊
田
佐
吉
の
紡
績
事
業
、
織
機
機
械
製
造
業
を
資
金
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
そ
し
て
服
部
商
店
は
、

後
年
に
日
本
最
大
の
輸
出
綿
布
商
社
へ
と
成
長
を
遂
げ
（
41
）

る
が
、
矢
田
は
、
創
業
者
の
服
部
兼
三
郎
の
経
営
手
腕
を
高
く
評
価
し
て

い
た
。「

新
進
気
鋭
、
積
極
的
の
人
で
あ
つ
て
斯
界
に
雄
飛
せ
ん
と
す
る
気
概
に
満
ち
て
（
42
）

居
た
」

「
服
部
氏
は
夙
に
三
井
銀
行
と
取
引
あ
り
服
部
商
店
は
マ
ダ
小
規
模
で
あ
つ
た
が
仲
々
の
敏
腕
家
で
将
来
大
に
為
す
あ
る
の

男
と
見
込
み
私
は
相
当
の
援
助
を
与
へ
た
の
で
あ
る
。（
傍
線：
（
43
）

筆
者
）」
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こ
の
よ
う
に
矢
田
は
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
新
勢
力
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
豊
田
佐
吉
、
服
部
兼
三
郎
の
将
来
性
に
期
待
し

て
、
バ
ン
カ
ー
と
し
て
積
極
的
に
融
資
し
、
名
古
屋
財
界
を
育
て
た
の
で
（
44
）

あ
る
。

（
3
）
福
沢
桃
介
の
登
場
―
―
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の
進
出

電
力
事
業
へ
は
名
古
屋
電
灯
へ
の
関
与
を
通
じ
て
進
め
た
。
矢
田
績
は
、
慶
應
義
塾
の
同
窓
生
の
福
沢
桃
介
を
呼
び
込
み
、
名

古
屋
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
乗
り
出
し
た
。

「
検
査
役
と
し
て
名
古
屋
電
灯
の
内
容
を
巨
細
も
ら
さ
ず
調
査
す
る
こ
と
の
出
来
た
矢
田
は
、
そ
の
会
社
の
予
想
外
に
良
い

こ
と
を
知
り
、
ひ
そ
か
に
桃
介
に
注
進
し
て
、
名
古
屋
電
灯
へ
の
進
出
を
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。（
傍
線：

（
45
）

筆
者
）」

矢
田
は
、
福
沢
桃
介
を
名
古
屋
へ
呼
び
込
ん
で
名
古
屋
電
灯
の
社
長
に
就
か
せ
る
こ
と
で
、
名
古
屋
の
工
業
化
の
基
盤
を
整
え

た
の
で
（
46
）

あ
る
。
そ
し
て
一
九
一
五
年
、
矢
田
は
三
井
銀
行
監
査
役
に
就
任
し
、
名
古
屋
を
離
れ
る
こ
と
に
な
（
47
）

っ
た
。

五

名
古
屋
復
帰
後
の
矢
田
績
（
一
九
二
一
年
―
一
九
四
〇
年
）

（
1
）
矢
田
績
の
帰
名

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
、
矢
田
績
は
三
井
家
か
ら
離
れ
た
の
ち
、
名
古
屋
へ
戻
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
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「
将
来
大
阪
に
次
ぐ
大
産
業
地
と
し
て
有
望
の
土
地
柄
で
あ
る
が
上
に
（
中
略：

筆
者
）
旁
名
古
屋
に
於
て
何
か
社
会
的
仕

事
に
着
手
せ
ん
と
、
十
年
春
東
京
を
立
退
き
七
年
ぶ
り
に
名
古
屋
に
帰
住
し
た
の
で
あ
る
（
傍
線：

（
48
）

筆
者
）」

矢
田
は
、
名
古
屋
が
産
業
都
市
に
成
長
し
う
る
可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
。
名
古
屋
へ
戻
っ
て
か
ら
は
、
瀧
定
助
や
当
時
の
名

古
屋
市
会
議
長
か
ら
名
古
屋
市
長
就
任
の
要
請
を
受
け
た
が
、
矢
田
は
こ
れ
を
断
っ
て
（
49
）

お
り
、
主
と
し
て
社
会
的
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
っ
た
。

（
2
）
矢
田
績
の
社
会
貢
献
―
―
「
人
」
と
「
知
」
の
交
流
拠
点

①
異
業
種
交
流
拠
点
を
形
成
―
―
「
開
か
れ
た
」
名
古
屋
を
目
指
す

矢
田
績
は
、
中
京
財
界
の
「
閉
鎖
性
」
を
打
破
す
る
た
め
に
、「
人
」
と
「
知
」
の
交
流
拠
点
を
構
築
に
力
を
注
い
だ
。
矢
田

し
ゅ
も
く
ち
ょ
う

績
は
橦
木
町
の
自
宅
に
政
官
財
の
人
々
を
集
め
、「
撞
木
町
俱
楽
部
」
を
創
設
し
た
。

「
土
着
派
で
も
近
在
派
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
桃
介
派
に
近
づ
く
こ
と
を
よ
ろ
こ
ば
ぬ
外
様
の
独
立
諸
派
と
い
っ
て
も

い
ゝ
人
た
ち
が
、
こ
ゝ
を
寄
り
場
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
傍
線：

（
50
）

筆
者
）」

矢
田
は
、
旧
三
グ
ル
ー
プ
、
福
沢
桃
介
派
と
一
線
を
画
し
た
「
開
放
的
な
」
関
係
性
を
構
築
（
51
）

し
た
。
そ
し
て
一
九
二
三
年
、
川

崎
卓
吉
名
古
屋
市
長
の
も
と
、
名
古
屋
市
臨
時
調
査
会
を
設
立
し
、
関
東
大
震
災
後
の
名
古
屋
の
産
業
発
展
を
議
論
し
た
。
こ
の

調
査
会
は
、
川
崎
、
上
遠
野
、
矢
田
の
発
起
人
で
、
こ
の
後
継
団
体
と
し
て
「
土
曜
会
」
の
設
立
に
つ
な
が
（
52
）

っ
た
。
矢
田
は
、
こ
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う
し
た
「
人
の
交
流
拠
点
」
を
築
く
こ
と
で
、
名
古
屋
の
大
都
市
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

②
公
共
図
書
館
の
設
立
へ
奔
走
―
―
社
会
的
事
業
へ

矢
田
績
は
、
一
九
二
五
年
に
、
私
財
を
投
じ
て
名
古
屋
公
衆
図
書
館
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
、
名
古
屋
の
「
知
」
の
交
流
拠
点

と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
設
立
の
目
的
は
人
材
育
成
に
あ
っ
た
。

「
今
の
世
相
を
見
渡
し
て
青
年
の
常
識
啓
発
の
為
又
思
想
善
導
の
為
読
書
機
関
を
設
置
す
る
の
必
要
を
痛
感
し
聊
か
な
が
ら

私
財
二
十
五
万
円
（
其
後
更
に
二
十
余
万
円
）
を
投
じ
て
成
立
し
た
の
は
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
で
（
傍
線：

（
53
）

筆
者
）」

「
名
古
屋
市
は
人
口
七
十
万
を
算
へ
、
歴
史
的
一
大
都
市
で
あ
る
が
、
市
民
の
読
書
機
関
と
し
て
は
市
立
図
書
館
一
個
あ
る

の
み
、（
中
略：

筆
者
）
是
非
共
青
年
に
読
書
の
風
を
奨
励
し
た
い
（
傍
線：

（
54
）

筆
者
）」

矢
田
績
は
、
市
民
、
と
く
に
若
者
へ
の
教
育
事
業
に
尽
力
し
、
こ
の
人
材
育
成
を
通
じ
て
、
名
古
屋
へ
の
貢
献
を
目
指
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
図
書
館
の
設
備
は
、
国
内
屈
指
の
規
模
と
蔵
書
を
誇
っ
た
。

「
さ
す
が
は
矢
田
氏
が
�
聊
か
奮
発
し
た
積
り
で
あ
る
�
と
云
ふ
建
築
だ
け
あ
つ
て
、
新
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の

あ
て

立
派
な
も
の
だ
、
公
開
食
堂
と
売
店
に
宛
ら
れ
る
（
傍
線：

（
55
）

筆
者
）」
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こ

「
日
本
と
し
て
は
斯
う
し
た
大
き
い
図
書
館
は
実
に
同
館
あ
る
の
み
で
正
に
名
古
屋
市
が
誇
り
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
傍

線：

（
56
）

筆
者
）」

「
其
れ
に
設
立
者
矢
田
績
氏
が
実
業
家
の
出
身
だ
け
に
将
来
名
古
屋
産
業
発
展
の
為
に
実
業
に
関
す
る
図
書
は
普
通
図
書
館

の
行
き
方
と
違
つ
た
内
容
と
数
と
を
持
つ
て
居
る
（
傍
線：

（
57
）

筆
者
）」

名
古
屋
公
衆
図
書
館
は
、
経
済
経
営
に
関
す
る
文
献
を
豊
富
に
所
蔵
し
て
い
た
か
ら
、
名
古
屋
実
業
界
に
と
っ
て
は
、
発
展
の

礎
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
矢
田
績
は
、
自
ら
が
「
閉
鎖
的
」
と
評
し
た
名
古
屋
に
、「
開
か
れ
た
」
公
共
図
書
館
を
設
け
る
こ

と
で
、
名
古
屋
の
大
都
市
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
名
古
屋
の
「
大
都
市
化
」
へ
―
―
財
界
人
・
矢
田
績
の
活
躍

矢
田
績
は
、
三
井
銀
行
の
職
歴
を
活
か
し
、
一
九
一
〇
年
代
に
続
い
て
中
京
圏
の
産
業
育
成
に
も
、
直
接
・
間
接
的
に
関
与
し

た
。
名
古
屋
財
界
の
新
興
勢
力
の
育
成
、
日
本
綿
業
の
統
制
を
議
論
す
る
「
場
」
の
設
定
、
そ
し
て
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の
貢
献
で

あ
る
。

①
新
興
勢
力
へ
の
関
与
―
―
バ
ン
カ
ー
と
し
て
の
役
割

服
部
商
店
と
豊
田
紡
織
へ
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
も
積
極
的
に
支
援
し
た
。
表
2
に
、
三
井
銀
行
名
古
屋
支
店
の
融
資
額
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
井
銀
行
名
古
屋
支
店
は
、
服
部
商
店
、
豊
田
系
企
業
へ
の
融
資
を
重
視
し
て
お
り
、
総
じ
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て
繊
維
関
係
へ
の
関
与
が
強
ま
っ
て
い
る
。

三
輪
常
次
郎
（
服
部
商
店
の
経
営
者
）
の
『
當
用
日
記
』
に
は
、

矢
田
績
と
定
期
的
に
決
算
報
告
や
経
済
界
の
動
静
の
情
報
交
換
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
矢
田
氏
へ
決
算
の
報
告
。
10
％
の
配
当
を
し
て
は
如
何
と
言

う
。（
中
略：

筆
者
）
矢
田
氏
が
三
井
合
名
の
有
給
6
0
0
0

円
年
俸
の
参
事
と
な
っ
た
。
東
京
瓦
斯
の
顧
問
に
な
っ
た
こ
と

等
を
話
さ
（
58
）

れ
た
。」

②
日
本
綿
業
飛
躍
の
舞
台
へ
―
―
「
場
」
の
提
供

名
古
屋
公
衆
図
書
館
は
、
日
本
綿
業
の
統
制
を
め
ぐ
っ
て
会
議
場

（
対
英
・
対
英
印
・
対
蘭
印
・
対
米
・
対
豪
と
の
貿
易
交
渉
）
と
し

て
も
活
用
さ
れ
た
。
三
輪
常
次
郎
は
、
日
本
綿
業
界
の
代
表
と
し
て

こ
の
会
議
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。

「
矢
田
氏
の
図
書
館
三
階
に
て
ジ
ン
ス
（
綿
布
の
一
種：

筆
者
）

統
制
の
懇
談
会
が
（
59
）

あ
る
」

表 2 三井銀行の主要貸出先の推移（紡織業）

1933年

12月末

0
0
0
7
89
17
79
359
0

393
1,601

2,545

注 1）三井銀行の紡織業関係の貸付先のうち、主要なものを取り上げた。
注 2）単位は、「千円」。
資料）『三井銀行史料 5 規則・資金運用』日本経営史研究所、1978年。

6月末

0
0
0
20
256
566
71
261
0

177
764

2,115

1932年

12月末

1,920
0

100
32
155
258
383
384
0
49
613

3,894

6月末

1,920
0

550
168
154
169
824
459
0

6,924
809

11,977

1931年

12月末

1,920
0
0

173
161
94
653
455
130

1,156
530

5,272

6月末

1,920
0

1,300
266
186
270
645
380
210
496
466

6,139

1930年

12月末

1,920
0

1,300
250
214
107
657
531
350
0

644

5,973

6月末

1,920
467

1,500
237
460
488
561
320
0
0

1,119

7,072

1929年

12月末

2,020
1,500
1,500
374
328
263
67
0
0
0

1,544

7,596

取扱店

若松
西
大阪
名古屋
名古屋

神戸・大阪
名古屋
名古屋
名古屋
大阪

合計

企業名

明治紡績
和歌山紡織
倉敷紡績
宮本物産

豊田押切紡織
鐘淵紡績
服部商店
愛知織物
豊田紡織
東洋棉花
その他
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つ
ま
り
矢
田
が
創
設
し
た
こ
の
図
書
館
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
綿
業
貿
易
摩
擦
、
綿
業
統
制
へ
の
議
論
（
商
工
省
、
綿
工
連
、

織
物
産
地
）
の
「
場
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

③
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の
貢
献
―
―
三
井
銀
行
本
店
へ
の
斡
旋

中
京
圏
で
成
長
を
遂
げ
た
東
邦
ガ
ス
の
東
京
進
出
（
一
九
二
七
年
）
に
際
し
て
も
、
矢
田
績
の
貢
献
が
あ
っ
た
。
東
邦
ガ
ス
初

代
社
長
の
岡
本
櫻
は
、
東
京
瓦
斯
証
券
の
二
〇
万
株
（
約
一
二
〇
〇
万
円
）
の
買
い
入
れ
を
企
図
し
て
、
矢
田
に
資
金
融
通
（
約

六
〇
〇
万
円
）
の
斡
旋
を
依
頼
し
た
。
矢
田
は
、
三
井
銀
行
本
店
の
池
田
成
彬
（
慶
應
出
身
）
を
取
り
次
ぐ
た
め
に
、
岡
本
櫻
の

紹
介
状
を
作
成
し
た
。
こ
の
結
果
、
三
井
銀
行
と
三
井
信
託
銀
行
か
ら
の
融
資
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
（
60
）

っ
た
。
こ
れ
は
、
東
邦
ガ

ス
の
飛
躍
に
つ
な
が
っ
た
だ
け
で
な
く
、
三
井
銀
行
の
事
業
拡
張
が
矢
田
の
仲
介
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
。

六

お
わ
り
に
―
―
矢
田
績
と
名
古
屋

本
稿
は
、
近
代
の
名
古
屋
財
界
の
形
成
、
そ
し
て
工
業
化
を
、
矢
田
績
の
活
躍
に
注
目
し
な
が
ら
論
じ
て
き
た
。
そ
の
結
論
を

三
つ
に
ま
と
め
て
結
び
と
し
た
い
。

第
一
に
、
矢
田
績
が
慶
應
義
塾
で
の
学
び
を
実
業
界
で
ど
の
よ
う
に
生
か
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
矢
田
は
、
慶
應
義
塾

に
在
籍
し
て
以
降
は
、
福
沢
諭
吉
や
中
上
川
彦
次
郎
の
影
響
と
期
待
を
受
け
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
実
業
家
へ
と
成
長
を
遂
げ

た
。
三
井
銀
行
で
一
九
〇
五
年
に
名
古
屋
赴
任
し
た
こ
と
は
、
矢
田
に
と
っ
て
は
人
生
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
矢
田
は
、
こ
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の
人
事
を
「
左
遷
」
と
と
ら
え
た
が
、
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
実
業
家
・
矢
田
は
、
そ
の
慶
應
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
名
古
屋
の
工
業
化
を
推
進
し
て
い
っ
た
。

第
二
に
、
三
井
銀
行
の
矢
田
績
と
し
て
の
功
績
で
あ
る
。
矢
田
の
中
京
圏
で
の
活
躍
は
、
三
井
銀
行
の
名
古
屋
進
出
を
促
進
さ

せ
た
。
矢
田
は
、
三
井
銀
行
本
店
へ
支
店
長
の
裁
量
の
拡
大
を
要
求
し
た
上
で
、
名
古
屋
支
店
の
経
営
を
改
革
し
た
。
そ
し
て
名

古
屋
の
実
業
界
を
、
三
井
銀
行
の
融
資
先
と
し
て
確
立
さ
せ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
東
邦
ガ
ス
の
東
京
進
出
を
資
金
調
達
面
で

支
援
し
た
こ
と
は
、
三
井
本
店
、
三
井
信
託
銀
行
の
融
資
先
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。

第
三
に
、
矢
田
績
の
名
古
屋
の
工
業
化
や
都
市
化
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
ま
ず
矢
田
は
、「
名
古
屋
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
名
古
屋
が
一
大
工
業
地
た
る
の
運
命
を
有
す
る
は
何
人
も
疑
は
ざ
る
所
に
し
て
名
古
屋
は
実
に
工
業
の
発
展
に
必
要
な
る

凡
ゆ
る
要
素
を
具
備
し
居
れ
ば
な
り
、
曰
く
地
理
の
関
係
曰
く
交
通
の
至
便
曰
く
気
候
の
温
和
曰
く
物
資
の
潤
沢
曰
く
電
気

動
力
の
発
達
其
他
一
に
し
て
足
ら
ず
而
し
て
労
力
の
潤
沢
、
労
働
者
の
気
風
の
温
和
な
る
事
も
亦
有
力
な
る
工
業
発
展
の
要

素
な
る
べ
し
（
傍
線：

（
61
）

筆
者
）」

つ
ま
り
矢
田
績
は
、
名
古
屋
に
対
し
て
大
阪
・
東
京
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
工
業
都
市
へ
の
要
素
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
名
古
屋
は
大
き
な
課
題
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
名
古
屋
の
工
業
化
に
向
け
て
、
①
旧
弊
の
除
去
と
、
②
新
興

勢
力
（
豊
田
、
服
部
、
桃
介
）
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
専
門
経
営
者
や
新
興
産
業
の
台
頭
、
開
放
性

あ
る
人
的
お
よ
び
資
金
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
た
。
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そ
し
て
名
古
屋
の
工
業
化
を
実
現
さ
せ
た
の
ち
に
は
、
新
た
な
拠
点
、
つ
ま
り
「
人
」
と
「
知
」
の
交
流
拠
点
の
創
設
へ
と
尽

力
し
た
。
撞
木
町
俱
楽
部
は
「
人
」、
そ
し
て
名
古
屋
公
衆
図
書
館
は
「
知
」
の
交
流
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
。
こ
う
し
て
名
古

屋
を
「
開
か
れ
た
」
都
市
へ
と
導
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
矢
田
の
活
動
は
、
近
代
日
本
の
工
業
化
の
担
い
手
が
、
時
代
が
進
む
に

つ
れ
て
、「
地
域
の
有
力
資
産
家
や
名
望
家
」
か
ら
、「
専
門
知
識
や
技
術
を
有
し
た
人
材
」
へ
と
全
国
的
に
シ
フ
ト
し
始
め
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
矢
田
は
、
名
古
屋
に
お
い
て
、
三
井
系
と
慶
應
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
名
古
屋
を

近
代
の
流
れ
に
乗
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕こ

の
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
基
盤
研
究
Ｃ
「
中
京
財
界
形
成
の
史
的
研
究
」（
二
〇
二
一
―
二
〇
二
三
年

代
表
者：

橋
口
勝
利
）、

お
よ
び
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
産
業
技
術
の
経
路
依
存
性
か
ら
み
た
工
業
地
域
の
競
争
力
に
関
す
る
比
較
研
究
」（
二
〇
二
一
―

二
〇
二
五
年

代
表
者：

北
川
博
史
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

参
考
文
献
・
資
料

朝
井
佐
智
子
「
矢
田
績
と
そ
の
名
古
屋
で
の
�
シ
ゴ
ト
�」
愛
知
東
邦
大
学
地
域
創
造
研
究
所
『
中
部
に
お
け
る
福
沢
桃
介
ら
の
事
業
と
そ
の

時
代
』
唯
学
書
房
、
二
〇
一
二
年
。

慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
Ⅰ
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
二
年
。

『
財
団
法
人

名
古
屋
公
衆
図
書
館
設
立
概
要
』

杉
浦
英
一
『
中
京
財
界
史
』
中
部
経
済
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
。

鈴
木
恒
夫
・
小
早
川
洋
一
・
和
田
一
夫
『
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。
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日
本
経
営
史
研
究
所
『
三
井
銀
行
史
料
2

支
店
長
会
記
録
』
一
九
七
七
年
。

日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
中
上
川
彦
次
郎
伝
記
資
料
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
九
年
。

橋
口
勝
利
『
近
代
日
本
の
工
業
化
と
企
業
合
併
―
―
渋
沢
栄
一
と
綿
紡
績
業
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
。

坂
野
鎌
次
郎
『
中
京
名
鑑
』
名
古
屋
毎
日
新
聞
社
、
一
九
二
八
年
。

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
『
慶
應
義
塾
入
社
帳

第
二
巻
』
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
。

三
田
商
業
研
究
会
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
実
業
之
世
界
社
、
一
九
〇
九
年
。

三
井
銀
行
『
三
井
銀
行

1
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
七
六
年
。

森
鷗
外
『
渋
江
抽
斎
』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年
。

矢
田
績
「
慶
應
義
塾
改
革
ノ
議
」
一
九
〇
一
年
二
月
一
五
日
（
福
沢
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

矢
田
績
『
懐
旧
慢
話
』
矢
田
績
手
記
、
一
九
二
二
年
。

矢
田
績
『
穿
き
違
へ
の
日
本

附
た
り
名
古
屋
小
言
』
扶
桑
社
、
一
九
二
三
年
。

矢
田
績
『
福
沢
先
生
と
自
分
』
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
三
年
。

矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
。

注（
1
）
鈴
木
恒
夫
・
小
早
川
洋
一
・
和
田
一
夫
『
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。

（
2
）
橋
口
勝
利
『
近
代
日
本
の
工
業
化
と
企
業
合
併
―
―
渋
沢
栄
一
と
綿
紡
績
業
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
。

（
3
）
坂
野
鎌
次
郎
『
中
京
名
鑑
』
名
古
屋
毎
日
新
聞
社
、
一
九
二
八
年
、
一
二
八
頁
。

（
4
）
杉
浦
英
一
『
中
京
財
界
史
』
中
部
経
済
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
。

（
5
）
朝
井
佐
智
子
「
矢
田
績
と
そ
の
名
古
屋
で
の
�
シ
ゴ
ト
�」
愛
知
東
邦
大
学
地
域
創
造
研
究
所
『
中
部
に
お
け
る
福
沢
桃
介
ら
の
事
業
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と
そ
の
時
代
』
唯
学
書
房
、
二
〇
一
二
年
。

（
6
）
三
田
商
業
研
究
会
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
実
業
之
世
界
社
、
一
九
〇
九
年
、
五
八
五
―
五
八
六
頁
。

（
7
）
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
『
慶
應
義
塾
入
社
帳

第
二
巻
』
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
、
三
〇
四
頁
。

（
8
）
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
『
慶
應
義
塾
入
社
帳

第
二
巻
』
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
、
三
〇
四
頁
。

（
9
）
矢
田
績
『
福
沢
先
生
と
自
分
』
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
三
年
、
一
六
頁
。

（
10
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
七
頁
。

（
11
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
七
頁
。

（
12
）
矢
田
績
『
福
沢
先
生
と
自
分
』
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
三
年
、
一
六
頁
。

（
13
）
森
鷗
外
『
渋
江
抽
斎
』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年
、
二
九
二
頁
。

（
14
）
森
鷗
外
の
史
伝
小
説
『
渋
江
抽
斎
』
に
も
、
渋
江
抽
斎
の
息
子
・
渋
江
保
の
同
級
生
と
し
て
矢
田
績
は
登
場
し
て
い
る
。

（
15
）
矢
田
績
『
福
沢
先
生
と
自
分
』
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
三
年
、
一
七
頁
。

（
16
）
た
だ
し
、
矢
田
は
、
同
じ
く
慶
應
義
塾
出
身
者
の
武
藤
山
治
・
和
田
豊
治
と
違
い
、
海
外
留
学
を
終
生
し
て
い
な
い
。

（
17
）
矢
田
績
『
福
沢
先
生
と
自
分
』
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
三
年
、
四
二
頁
。

（
18
）
矢
田
績
『
福
沢
先
生
と
自
分
』
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
三
年
、
四
六
頁
。

（
19
）
矢
田
績
『
福
沢
先
生
と
自
分
』
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
三
年
、
五
三
頁
。

（
20
）
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
中
上
川
彦
次
郎
伝
記
資
料
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
九
年
、
五
三
四
頁
。

（
21
）
武
藤
山
治
か
ら
の
誘
い
も
影
響
し
た
。

（
22
）
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
中
上
川
彦
次
郎
伝
記
資
料
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
九
年
、
五
三
五
頁
。

（
23
）
矢
田
績
「
慶
應
義
塾
改
革
ノ
議
」
一
九
〇
一
年
二
月
一
五
日
（
福
沢
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
24
）
矢
田
績
「
慶
應
義
塾
改
革
ノ
議
」
一
九
〇
一
年
二
月
一
五
日
（
福
沢
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
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（
25
）
矢
田
績
「
慶
應
義
塾
改
革
ノ
議
」
一
九
〇
一
年
二
月
一
五
日
（
福
沢
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
26
）
坂
野
鎌
次
郎
『
中
京
名
鑑
』
名
古
屋
毎
日
新
聞
社
、
一
九
二
八
年
、
一
二
八
頁
。

（
27
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
九
七
―
九
八
頁
。

（
28
）
一
九
〇
一
年
の
中
上
川
の
死
が
、
矢
田
績
の
人
事
措
置
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
29
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
〇
一
頁
。

（
30
）
矢
田
績
は
、
上
遠
野
と
の
関
係
で
奥
田
正
香
と
つ
な
が
っ
た
。
た
だ
し
、
矢
田
は
奥
田
正
香
の
考
え
方
、
手
法
と
は
「
一
定
の
距
離
」

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）
『
新
愛
知
』
一
九
〇
六
年
一
月
二
七
日
。

（
32
）
矢
田
績
『
懐
旧
慢
話
』
矢
田
績
手
記
、
一
九
二
二
年
、
一
二
一
頁
。

（
33
）
矢
田
績
『
穿
き
違
へ
の
日
本

附
た
り
名
古
屋
小
言
』
扶
桑
社
、
一
九
二
三
年
、
一
四
五
頁
。

（
34
）
「
名
古
屋
実
業
觀
」『
扶
桑
新
聞
』
一
九
一
三
年
一
〇
月
二
四
日
。

（
35
）
日
本
経
営
史
研
究
所
『
三
井
銀
行
史
料
2

支
店
長
会
記
録
』
一
九
七
七
年
。

（
36
）
日
本
経
営
史
研
究
所
『
三
井
銀
行
史
料
2

支
店
長
会
記
録
』
一
九
七
七
年
。

（
37
）
日
本
経
営
史
研
究
所
『
三
井
銀
行
史
料
2

支
店
長
会
記
録
』
一
九
七
七
年
。

（
38
）
日
本
経
営
史
研
究
所
『
三
井
銀
行
史
料
2

支
店
長
会
記
録
』
一
九
七
七
年
。

（
39
）
矢
田
績
は
、
名
古
屋
の
工
業
化
を
お
し
進
め
る
べ
く
、
紡
績
業
へ
の
関
与
も
強
め
た
。
矢
田
は
、
三
井
物
産
の
約
束
手
形
を
で
き
る
だ

け
安
く
割
り
引
く
こ
と
を
三
井
銀
行
本
店
へ
提
案
し
た
。
三
重
紡
績
は
三
井
物
産
を
通
し
て
原
棉
買
付
を
約
束
手
形
で
行
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
矢
田
は
地
元
有
力
企
業
の
三
重
紡
績
（
尾
張
紡
績
・
名
古
屋
紡
績
を
合
併
）
の
取
り
込
み
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
三
井
銀
行

『
三
井
銀
行

1
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
七
六
年
、
一
二
五
頁
。

（
40
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
一
二
―
一
一
三
頁
。
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（
41
）
の
ち
、
製
薬
会
社
の
興
和
株
式
会
社
と
な
る
。

（
42
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
〇
五
頁
。

（
43
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
〇
五
頁
。

（
44
）
三
井
系
企
業
は
、
三
井
物
産
（
紡
織
機
の
輸
入
）
や
東
洋
棉
花
（
棉
花
の
調
達
）
な
ど
、
総
じ
て
、
中
京
圏
の
繊
維
産
業
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
た
。

（
45
）
杉
浦
英
一
『
中
京
財
界
史
』
中
部
経
済
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
、
一
八
二
頁
。

（
46
）
し
か
し
、
福
沢
桃
介
は
名
古
屋
電
灯
へ
の
関
与
に
失
敗
し
、
名
古
屋
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
47
）
矢
田
績
の
名
古
屋
で
の
活
動
は
、
水
面
下
で
継
続
し
た
。
一
九
一
九
年
、
矢
田
は
紡
績
工
場
の
増
錘
を
や
め
る
よ
う
服
部
兼
三
郎
へ
助

言
し
、
一
九
二
〇
年
六
月
、
服
部
兼
三
郎
の
葬
儀
に
参
列
す
る
な
ど
、
服
部
商
店
へ
の
経
営
に
は
深
く
関
与
し
て
い
た
。
以
後
、
矢
田
は

服
部
兼
三
郎
の
後
継
者
・
三
輪
常
次
郎
を
支
援
し
た
。
三
輪
常
次
郎
『
當
用
日
記
』
一
九
一
九
年
七
月
八
―
九
日
。

（
48
）
『
財
団
法
人

名
古
屋
公
衆
図
書
館
設
立
概
要
』、
二
頁
。

（
49
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
三
二
―
一
三
三
頁
。

（
50
）
杉
浦
英
一
『
中
京
財
界
史
』
中
部
経
済
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
、
三
六
〇
頁
。

（
51
）
福
沢
桃
介
と
矢
田
績
は
、
と
も
に
性
格
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
矢
田
績
が
名
古
屋
に
復
帰
し
た
際
も
、「
不
即
不
離
」
の
関
係
に
あ
っ

た
と
い
う
。
杉
浦
英
一
『
中
京
財
界
史
』
中
部
経
済
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
、
三
六
〇
―
三
六
一
頁
。

（
52
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
三
四
頁
。

（
53
）
矢
田
績
『
懐
旧
瑣
談
』
財
団
法
人
名
古
屋
公
衆
図
書
館
、
一
九
三
七
年
、
一
二
四
頁
。

（
54
）
『
財
団
法
人

名
古
屋
公
衆
図
書
館
設
立
概
要
』、
二
―
三
頁
。

（
55
）
「
は
な
や
か
に
咲
い
た

名
古
屋
市
文
化
の
華

完
備
せ
る
公
衆
図
書
舘
」『
名
古
屋
新
聞
』
一
九
二
五
年
四
月
一
八
日
。

（
56
）
「
名
古
屋
市
民
に
精
神
の
糧
を
与
へ
る

名
古
屋
公
衆
図
書
舘
い
よ
〳
〵
け
ふ
か
ら
開
館
」『
新
愛
知
』
一
九
二
五
年
四
月
一
九
日
。
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（
57
）
「
名
古
屋
市
民
に
精
神
の
糧
を
与
へ
る

名
古
屋
公
衆
図
書
舘
い
よ
〳
〵
け
ふ
か
ら
開
館
」『
新
愛
知
』
一
九
二
五
年
四
月
一
九
日
。

（
58
）
三
輪
常
次
郎
『
當
用
日
記
』
一
九
三
三
年
三
月
七
日
。

（
59
）
三
輪
常
次
郎
『
當
用
日
記
』
一
九
三
六
年
三
月
二
五
日
。

（
60
）
矢
田
績
「
岡
本
櫻
君
を
思
ひ
て
」『
名
古
屋
新
聞
』
一
九
三
六
年
七
月
一
〇
日
、
野
依
秀
市
『
岡
本
櫻
伝
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
三

八
年
。

（
61
）
矢
田
績
『
穿
き
違
へ
の
日
本

附
た
り
名
古
屋
小
言
』
扶
桑
社
、
一
九
二
三
年
。
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